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カンボジアにむけるベトナム人問題の現状と歴史的背景
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1950年代内末期から南ベトナムに始：l:.ったいわ

ゆろ「ぺトナム戦争jt土ヲすでに1965年2月の北爆

開始やラオプ、 J刈川戦乱JJl；大Jこょっし’楚質的に｝第

2次インドシナ戦争」と呼ぶべき内容を備えるに

いたっていた！ さらに111年3月（J)：りンポジアーと(.I)

口ン・ノル首相らによる同国国家首席シハヌ…ク

（引地ニカンポヅア語の発特に従って，本稿ではシ，、

ヌークど綴る〕照下の解任・追放劇企契機に始まっ

たカンボジアへの戦線拡大で， この地域での戦況

は j:_＇ドどお IJ 「結2次インドシナ戦争j とし・c0つ

れt:格がますます濃厚になったといえよう。 と同時

に，そ山ことによ 1 て，今後のインドシナの政治・

'tf,'.J；情勢は， Jとlこi't1己iitfじの線十ilとJにどる二とほ

避けられない見通しとなっている。

主C、以 I・ V ）上うなM:j庄のインドJナ情勢山効

きのなかからも明らかに；売みとることができるの

であふぷ， 二山地域のJI支出情勢めよlj![W,には，米中
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ソイピtfJ心としたし、トゆる世界の諸大国間の国際関

係，1)Iまかに， カンJドンアでI}）ヘトナム人虐殺事｛斗

に象徴されるように， どうしてもこの地域内に住

心市民族・諸国家i二J 八、ての歴史的・民族社会的

背J;(:IJ ＼またそこからにじみ出る「民族のところI

iこっし、ての理解こそが必須となるυ

わくして， インドシナ情勢をみるうえで，前記

城外大国からの影響力を外的要悶とすれば，後？？

uiJll)・也民放社会の問題はその内的要因ということ

ができょう。

従来， インドシナ研究は東南アジア研究（／）一環

として， いわゆるベトナム戦争や南北問題という

見地から、 わが国でも最近とみに関心が高まりつ

-）ゐる。 任専門分日！？につヤて各方面の人々からい

ろいろな知識や情報が紹介され解釈されており，

その量は決して少たくない。しかし，その匿の膨大

さにもかかわらず， 多くの考察はいわば外側から

のものに終りがちであり， 内側からの理解が見落

とされなおざりにされているきらいがある。 もち

ろん，前述した最近のインドシナ情勢をみても判

るとおり、 ’般には情勢の展開は「大同の論理j

で大筋が決められる場合が多い。しかし，その場fr

℃も，それ企受容し反応する fンドシナ詰li'i.l.諸民

j点、j¥[IJの実態山把握合忘れノて！i/.cらなし、であらうリ

とくにインドシナにおけるι述のいわゆる内的
頃吋分析の必要性と重要性は， まさにfンドシナ

地域が「民族のモザ、イク」といわれているほど多

くの種族がii；！；住しい、ることから考えても一層IJfl 
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Ⅱ　カンボジアに対するベトナム人勢力の扶殖過程
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ふかである【

l ＇）世紀後土 I'二（1887年）か「〉ゴD1u－品己L[i＼交 (1954;1) 

とて；Pラ〉 ;¥'.i/1民J也支配下にi車芥〉ノ士形！］見してL、た

イιi、ザJ 十一；；告［Jjr『

；、宇／ア系I己！Aと；＇）／j｛交と Fラえ「》).t.，：，，；＞ト」、i¥; 

政， { ＞：、 hJ ア系（i）モン・；， J - ,, }/f}政，J;'J.J 

ール（力ンぶジヴ l（依，件jント系山：， { ljj~ ，）ヮ，支

仏、／二 ~:i ラ寸ーが、と L 、うようにラ ）＿；山お山川i＼：放1'1りぷ

士 j＇~ にしご L 、た。 Itれと［ドJ, ):fヒiねにもベトナム

,'.,, rf i 11] ct) l〔lJ点支西己主：うけそν＇）文化的；；ピアf士・； : ; ／こ

v' I t二；（「して， カシ：jc'：，ア， ラ寸ース山｜叫llitインド

(iJX／じ山：；：；i:11 i、iニ11;1家的発）1（をとげたとレう十Iii{{

/)'' ,t，， ー〉たU 二－－， :~ ／＇二l(U¥i't1J,l昼H以・「ど｛じ！のr''it((,_-~,\ 

l二ihこ，！））山）i長j)（トI!cl l ( n I /¥J；こtL' L、主ふjit友3

'-~ :_ バ「J山HLrr,H，！ぷが〈二ここにん心。 ま／こL

l I -)J-C, [J、 九｜］｜と fI j見｛1:cnf長；今：＇］ Oh, C （＼円分、n出
l( l品、と少数日弘、としてノぢ拐、｜：にあ〆ム1I I tirl （／決ど九

！日j'11L＇人1/¥J；占1Jjl,jえ心、心山ぐん，：， u ( :, i、C I 

＂目J ( IJ），、n I J(h下、＿！） こ、二人jiよ主／1;t;:I. ill! 1Ji しCJ; :j , 

工；二似械で，＇.－， ~'., 0 

1 ！とより〆と JL ／こ北11」家・；市1(/J!,Ji¥Jジ）／jJ人：主i山

Li＿；こ（二 J 八、こi~' 阪支配111家・ 1(1点、されIJ1Jこ；（令

りIJ;-' これら士長Jiにわfcl［，さ寸土ゐことによ ) C 11 しよ

山 jく）＼~（本il]lj(J維持活dじ企はかる‘ L 、 j ;Iわる；分；！日j

げしd,Jを行fよ Jたプラ L スvJ-li/iJ乏j也｛キ：m!Jがあずか

っこ ）J 泊且あ －） たことは i',~ ；ιできなレであろう。こ

j) ttli民地体制IJs;イJ トシナ諸国の311(／［後十数年金

れよニケ1I Li仁~_;, i千守山11r毛芝山政治・ ff,I¥' .社会・

7にiじ；二J;,, I ；、 .t ／二品iLii/1］ジ）WJftiこ-t)ν、ζ伐しこ

1,' ：，」1にJ，弘ii、えこと i;¥ .:: ＇，、も ，＿！）んゐんcJ•/) てん心。

u、I、本fr:',i三lム f> ドシ 1-,;Y,J(IA山 mt;'Lた i1( 

I；~，，－〕こころ」に J JI,' C、 その実態、土夕、11心」／；cl）三F

/pi, hりとして． カンす；ン、ア人士、fベトナム人山llX,

士lfi:1ふ：fι〉こどとし，とくに111，〔1970)1子；lJ j ,; 
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政変およびそれ以後山 fJンポジア↑古今トI）初j；きの／五

かに現われたりンボジア入門，.：＿：ト寸ム人iこりLC 

抱く民族感情の！長態とその！？正史的l'fU：を探，てみ

心こととし fこL、。

II 力ンボジアにどJすと〉ベトナム人

事！？ノIJ の V~fo'Li品,f'ii

iij'!,J '.if）ケン ＞）：ンアll交変ぷ）1(JJ去の3JJ機はラ；け］811,

こ川iq u）見U/i，；ご rHベトナムt1Jm：，こ絞したスパ fiJ 

！二J (:-ivay l<iむ口仁）小IIC，このj也市のカンオ、シア1i氏

をヘト十ム戦守れ／）［聖域jとして干I］月Jし，こ二に 1'1

111；二位人・店主！討してL、ることに .ttするJ.V:.I c_トゴン

（ l十jぺ iイームl-(IJ＼解111rJ%f,Jil)のデfが起こり， l11JJJ

llllki上／、ノンぺ〉 (l'h，山m-l'じ川1）山jヒベトナム，

rt -.：.：ト J－－＇、臨時一 c'f'.:{ilti:1.U{J～（解敗戦線） r,t,j大使館4 、

山＋／i," 1 r I I ~hn ーと予告 ／1（ したことヵ、，，，h：こり、 一二

_i, [ i1νJ 1 C ;1/t j' f i，’・Ji {'I: i二／］ jるltン・ ！J1, (Lon 

I¥ol; ti交代什ijJ（，議会のl'f定的，LJ:1／｝と，フサンスi:li

{i:1 I 1 ,)) ：，ハ J. -'J (N川向lom日ihanouk）股 i、山立

111］ど！℃｜快？る rf定i下）＿＼工場山王fp－側とのIMJで対立が

11乙仁、 それ；H也の政￥1’＇・経流的訪要国とも方、 c',／，ノ

干し＼ , ) ＇，、に；け ii別！のシハ）ιーク111*・1＇＼一！市解任へ

とうそさjlli／，ν／ニU）で」りつ／ヒ。

ニハようなr,r.，品から J井ても I~j f，かJなように，今

H円政変のI主要な底流として見落とせないのは，

7メ」／し（ニカンボジア）人の外国からの内政Tr歩に

強く反発するナシ！ナリズムラ とくにかJLf》がベ

トj-_1、人にけして抱いている t,t，、がたヤ反感・；f二

L!tc＼・？.i:~1市！長で aわどy。このf(JJtt_,,,Nは， ’支は数ill:

紀にわた》て虐けら？？（ベト1ムI立ちりと，虐げ人

,j t心f；ー（クバ－－，t--1（りりとのllrJでJl';Jiたされてきた酢

史的な校深いものなのである。

力ンボジアは 9tf{；紀から 14世紀にかけて，現在

。〉アンコーノしを中」心iこインドシナ半島のほとんど
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カン〆｝ミジアit完全に東南アジアの一流国家の地位

かん転許しごしまうのであった。

1618年トこ即ffr：したカンボジア国王チェイ・チヱ

ッタゴ jlt (Chey Chctta II, 1618～25年）は，ヅノンベ

ンと Hベックの間に位訂するウドンに宮殿を建

とのロベック陥落事件を機に、：存干士しめてし、る。
、P,,-

1追

1三J11£＂＇：支配）＇にお〈ケメ－－ ;, 大伝l1, lをif;F,民し、

し方、し. 11 11¥j,t2以問、，＇）勾j成とXi七七，：jった。
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でtて，) ：二’J ( !Ji；がこれに 1王1広全ひと3がxL fて｝
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このウドンの新：E宮で， 1620年、子工イ・千三ヅ

ク：； 111：は当I!寺ユエ（lluじ1にあってベトナムの［布、子

nilに勢威を振っていた ＼）仁福i療の公女と斑大な結時

町一r、ラメゴン河本；liti,,

ご、勺 Iii ：二~－J 寸ら’J （；う也九日l11';:: 

;fnドJ.I ・＇日，う：＇！；＿＇，： j'(i＼・；二｜）／三三 j ぐ ノ

p iた

カンボジアにけして絶え円五i立をよ；＇，：;:¥.:2：あげfこ。

けるケイ勢力への対抗馬と Lて，チ工イ.r-コ二、ソゲ

東1，詳

I )C-ケから［＇;ejjfuを;p,¥:Itてきた＼ト f・

し／；＇i_,二jI;・ /Ji［えてフ 17 IせJむに予干し I -~- Iし

’Jーノ＇. ~J'.l トハ／ :・1 ＞・テルグ j也，n~1 二ムl（！及、か、

コ!if :t Jくトナムの手にすがんうとしたのである。,. 
／•っ二ぴ）J也lえをしfごい；二位fiiJ'.Lてレーし

し
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カベトナムは 16三:1年，こどとな.）たか「〉で点、る。ごしり.l；「I（：「＼m，う、い／、: t I i-s<iハif,1 J三ヒーで，＇.勺 】I
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とうしたことが契機となってベ

トアムの ；IJンボジア民たるメコン・デルタ＝コー

:f Lノーで点〉る（,1 £) u 

カンボジアのチェイ・チェ

ヴゲ 4i止（CheyChetta IV）時代の 1700年にはサ

千＞）一位略が古h主り，

ぷ町W,llicLてL、たしりでふる

｛を｜嗣のj'f!:1主i二ふf二〉ご椛l?ilたど） }!;( ¥[IJがl主主イI,

ず，壬の j引をは王 f-1三九，それをと •） .tく権［：｛た丸

山Ii司で血なまくさL、内乱が果てしなく ＇；1:I）返され

Ti,;.¥,1J内紛かそもノパ＇lt'・Lい.－） ＜さ:j:(i'患にあ Ir：】

ソタ 2世ピヱンホアの諾HIが，イゴンラノミリア，

(:Sotha 11) I時代（1722～37年）にはミト，ピンロンの 2

J刊誌i，さんに1757年にはアン・ヂアン地方ゃソク・

それ「バソIHf'!パ十／）経過を個勺に J 山、ぐ長IiるこJ---

二U)II寺代しI）力Lポジアどはここぐは行、ぐどして、

イーγビンの1iL1,mなどが次々とベトナムの子 γンノ’この11c！円・ rt していえることは‘U.:. 1 I 1，をjffiL~ C 

こうしたベトナム民族のコーf'i' i二i)i¥'.}tニ（ ! :l）。（司千f（.：主［う l可 l~Jf,.J ）ケイピ束尚一（－＇ i• くトト J、とがお山

r > J-段略は討作 I図にも示されるとむり， 18世紀、二v>1Jq -、一，よjゾlIJ > ,J、ご fの亡命王族企後JrpL I. 

なおこのJ二 •j二ーとに i土日 iま5己 f をみたのであっ fこ。t' I L'.の坊）J拡張に L,7）主主三けず，k,f;L；二千「ノ＇L. 

ヘトナム；；，i：氏によるコーチシナ地域の領右過程に？（から力／；j;'なヰl込んすミくクイ i土.,_ 1 --r: l リ

＼一三に （／） /.,) ,, 

ビエンホア tBien とくにミト（'.'vlyTho入

l Ion），ハティヱン（IIaticn) ！，~ どの諸地域の開発の
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第 1i!翠ベトナム民族の南港過程
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二 Jユソ

（原岡〉 L在ThanhKimi, !,: Viet一入Tam,Histoire 

et Civilisation (Paris, l <J,,,,) ]I. G'.-lOより作成。

過程におヤては，華僑の力が大いに貢献してL、た

ことは特筆に値しよう〔IH）。さて以ιのような歴
史的経緯を背景として，現在のコーチシナの地名

には， その発音からあるいは意味内容から，容易

にその起源となったカンボジア語名を見出しうる

ものポ多い。第1表はその例示である。

カンボジアはこうしてベトトム円ためにコーチ

シ十円領有権を完全仁失すたのみならず， その背

後の主要領域もつねに保全内危機vこさらされ，し

だいにベトナムの属国化の傾向を強めた。 こう l

たことから， 18世紀には，カンボジア同一I：たちはflf

びタイに接近してこれに依存し， その藩属国とな

った。かくして， 19世紀初めには，かつて強大な

権力を握っていたアンコール主朝の専制君主の子

孫たちは， 一方でタ f王山手からその王冠を受け
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調布1饗 カンボジア起源のコーチシナの地名表

現在の名称 13すす震 ｜説福長
BiN NGHE I Kompong Kau ｜貸料漏一

I Krabey Iための波止場
T人N AN （新安）I Kompong Kan i黄牛のための
TAY NINH I 悦l上場

I Roung Damrey ！象の開い地
（丙寧）I ! 

MY Tllり I Me Sa il'1 i.-、婦人
SA oF仁 I Phsar Dec j鉄の市場

TRヘVIN!I I Preah Trapeang 1聖なる沼

BEN TRE I KomponεRussey （竹の波止場
CH!¥ U D()C I Meat Chrouk ｜豚の鼻
RA.CH GIA I I 
（仰が植えら）IKramoun Sa : ti い蝋
れている河 JI : 
cJ¥N THO IPぼkRus町 竹の JI!
T¥TNII TII!JY I I Kompoul Me"s ··~ミ金の ]Ji
（静かな水）I ' 

ド（：cTRえNG I Srok Trea町 iラターアの村

BAT X ,¥ ( J I Bay Chhan 1生煮えの米

BAC LT! U I Po Loenh ！高い作樹

cλMAU I Tuk Khmau I黒水

PHO Q川 c IK油 Tral ｜油菜のお
（富国） ｜ 
｜ノPreyKor ｜ノカポックの森

SAIGON I< I( , I 'Prey Nokor ｜＼王国の森
K企叫山 I Kh，吋1 ｜砂 場

( /l¥)1r; A. M. Savani, Visa,;e et !111a,;es du Sud 
¥'ict・入Tam(Saigon, 1953). pp. :12～：n :.t; tびそ
の他ヒり作成。

JI~ i) ' 他方ではベトナムの皇帝に貢物を棒げるあ

りさまとなりていたのである。

このように東西両隣国からの圧迫に悩まされた

カンボジアは 19世紀中葉に至って，速くの強大国

への保護要請という目的からフランスに接近し，

その独立左領土保全を図ろうとした。 しかし，ア

ニ・ドゥオン王（AngDuong, 1841～18同年）による

この段初の試みは， フランス｛開！の答礼使節iがタイ

を通過した際，情報が漏れてタイ側が妨害，っし、

に失敗に終った（／1.5）。タイは当時，カンボジアに

強い政治的影響力を保持し， カンボジアの首都ウ

ドンの王宮にはタイ官吏が主の顧問として駐在し

政権の実権を握っていたのである。

18/i,l {p，今度はコーチシナを直轄続長地とした
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/'7ンスが，改めてノ口 rム（Norodom）王治ドの

カンボジアと保護条約を締結し位6〕，これによっ

てこの｜司はフランスの保護領となり， 一応領土の

保全を得， また保護領のために王制も維持された

のずあるが，現実（こはl川金90年にわたるその椋民

地支配に苦しむこととなった。

HU民地時代の IJンポジアは，ベトナム（トンキハ

γ：ナン，コーチシナとユ分されていた）ぺ、ラオス止

ともにI仏領fンドシナ連邦」（！＇Unionlndochino1日

Frnm;aiselを形式してい之が， ケンボゾアは 7'7 

ンスのベトナム盤点主義政策のおかげで， つねに

/i'rlJ 次的弛（立におかれたっ

プランスはカンボジア統治に際して， 下級官提

や警察宵としてJこトナム人を華用し， りンボジア

人はその下におかれた、カンボジアの領土なのに，

～トナム人の方が大きな阪をし， 立身UHi上のため

には力 L了？イシア人法ベトトム訴さえ学ばねばたれ

なかった。 アランス資本によって聞かれたカンボ

ジfのゴム・プ”～ンテ－：，ョン守点，初期には労働

者のほとんど全部がベトナムから， とくに北部べ

卜「ム人が多く惇入されたのである。 111'(1970) 

年初頭現在で約40～45万人とみられるカンボジア

在住のベトナム人lま，書記、タイピスト，一部商業，

理髪業，洋服仕立業，製靴業，溶接工・細工物師や機

同・自動車修理業など，括々の手了企業職人，それに

漁業などに進出していたのであり， その経済的地

位l土原｛主の一般71ンボ、ジア入に比べて尚かった。

たしかにベトナム入拡会平にみて， その資質に

おいて， カンボジア人に比してすぐれていると息

われる点が多々ある。 きわめてf舌動的で頭の回転

がE詳し小才がきくし，仕事をやっても手ぎわよ

く，能本もカンボゾア人に比べてずっとよい。惣

者もインドシナ滞世中各地でよく工場調査などに

出かけたが司その際の経験でも，仕事の能率ぷべ

トナム人がカ＞ ,iミジア人， ラオス入に比べて段違

いによかったことを，卒直に認めざるをえなかっ

た。どこの工場でも技能職にはだいたいベトナム

人をあてていることが多く， この分野ではベトナ

ム入が中国人（華僑）と並んで，いやそれ以上に，

優位を占めてきたのである。フランス人がカンボ

ゾアのゴム・プランテーションにも，すべてベト

ナム人を採用したというのも，他の政策的考慮も

あったものの， ゴム樹への切付けや採取した樹液

の収葉・薬品処理にカンボジア人ではどうにもな

らない技術点難点があり，やはりベトナム人なら

ではという事情があったためである。

16世紀から17世紀にかけてベトナムに到来した

南洋の旅行者も， こうしたベトナム人の器用さ，

創意工夫，鋭敏さに驚いている。たとえば， 17世

紀；こユヱ（当時この地域はコーチシナという名で西洋に

知られていた〕を訪れたフランス人宣教師ベニーニ

コ・〆シェ但臼igneV achet）神うとも次のような語

を残Lている。 「コーチシナ人（＝ベトナム人）の精

神を見ていただき…・・・それを十分に理解していた

だくために，私が自分のgで見，自分の手で触れ

て実に真剣に調べた事実をお話ししたいと思う。

私は大公に金の慎中沼覚時計を呈上したことがあ

った。私は彼にその使い方も説明しておいた。と

ころがそれから 2カ月経っと，二つの歯車の一方

の歯が折れて，時計が止ってしまったので，大公

の金額細工師がそれを直してみたいということに

なった。大公は私に憾中時計が死んでしまったと

L、った。私は金銀細工師のところに泊った。彼はキ

リスト教徒であった。私は時計をパヲパラに分解

して，どこが懐れてU、るのかを彼に教えた。『そん

なことだったのですか。これたらすぐに直せます。

あれとそっくりのを作ればいいのですから』と彼

はいった。彼tこは無理だといし、聞かせたが駄目だ

3ラ
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った「 '.,Iミ際， i時計作りのことを聞いた二ともたし、

ような人間にそんなことができょうとは思われな

かった〕彼が出来るというだけではト分ではなか

ったι7二、が， 23日後が，あるL、i土211-:l1:ii. ／：こ ！：こん

はにぶく， とれるflも対i魚ばかりと，， , -' Iこ状態が

続レた。それにずノンベンへの/l＼荷もなかなか思

う上うにい九、な品、った。一般のインワレ{L-i'.i1,',jとれ

引な－，て，魚（／）111＇（段も「 i然に佑l：りしようと L、う

守カミ、 i皮i土二つσ）日覚，II寺,jトを私の子に栽せた♂）で ？》（／）で去〉るο こうして力ン，t：ジア政H'-fも／>1-、l二；！ l 目

あるο 三，－コとも4ミに上く（以、ていて宅見ただけ vむiと FHf、tきf仁カ

どちらカ通新，Lくて、 どt)r》がr1iいのカ、兄分；「f’；ll- 3、るをえなかったのであるり以上のような •Ji::tは，

なかった。それは干ょには信じムれないことだ －，1二 軍ぢ自身も111＇一年 7凡現地においてト分保，；;e.しえ／こ

し’目・0 与の上うであった。二勺のf1j,'tlls'l¥tlはどれ ところである。

らもド，Jじ工 3に正確であった〈だが， flがも d ) J二 以上のようなし、くつかの例からも IVj r・，か以上ヤ

も驚L-たことは、 fこ，，た一つのぜん :I:: ＇，、 ~lJ ， 土 に， たしかに dえト十ム人は力シ，F＞ア人にiヒペ仁

t;;!，ただけで、 こJ))J1＇効百ムが炉Jじものi:{'¥.Jljニこ 1て 'ti質に_J-5，、て玄さ e に亡L、ゐ‘， +WTJ也u一T

で占）る。 二、く短II寺間で!lit；利き C'）時計時lt人h注生－1c /: ζ 人（／）i= ,l;:qqニt,rfシナン（ ，、 IJ-1-、） ＂－β：11泣H！ j 
二とをよ出めj」ifなる主L、c Fト・・tに15L、ご七‘ ふと：、 人より i－くJしこし、心こと；ょ易t＇，、午 L、O Jりン〆i、νγ

レl土'leた芸術に才ji旬、ても、 コ－ r-ヰ←； J、ru二tムL、 人，オオス人J＿；よ（’J17 f人l土，とう－n、彼らi二XHA

条件を望むことはできなし、と、 打、；ェ枯れliiu・ iけよ／：、 することはできない。またインド必出を形成する

合えないのである c_I :,- 7) ,, ，かなる極族におL、亡も，彼んに及ぶlJ・f;l ，，、な十ぃ

道気悶係機械類や自動車などのirt;m l-k｝トiにノ L L ｛皮，－，tこlil,11L努l{)J,する民放さ？求chるht',ti, 

いても， 従来‘イノシペL でワ市HWi ！~ ;, ' CV、 11本人以外にはよ｝とめ件fよいであろう。 アンナン人

たのは，すベごぺトー）－ム人で、払 Iたりしょふ＇ C, .~ ll 4:入山ti｝，）（よ／こしかに知似し←ζいる。：Ji:v、lこ

11＼：年山政変it:，二トトム人治、そう L！二分担川、ム；存在 Jl]!J;JiにMみ， J'i}J勉で」，） I_J , ＇｝｝故である。 γンナン

mしたとすれば司 :IJンボキアの杭流出品)J；こも従来 ノ＼＿iJ優秀か J 人仁く JJII被され， 勇気に山む共土℃あ

；ニ比して．か／なりの支障やi'tれがIL¥ることは避け くλl••l械に出付iこよts\ 、亡は典型的な差是犬であり，

られなくなるとすリ旦された。はたして， 事｛牛jf(｛た fii¥diにおレてはすく:t1Jこ労｛動音であり， 二子］二？？；者ー

からそうした·~＝主たが多数報道され ill した。 1・1動，j,: であるj( 8）と記されているほどであるc IJ本人

の修理は従来の倍の日数がかかるとか， 石気持久 や 7イ人との比較はともかく，少なくともカンポ

を修理しても、 すくこわれるとか，イノンパンの J ア人，ラオス人との！：じ鮫における優秀性は 1≫J r, 

魚の値段が 1r1白ムとりしたとかいった原である。魚は かえLところであろう。

これまで主にベト「ム人がトンレ・ 1ト b >° (Tonic jこが，悪いことにベトナム人たらは l'l分jこんの

おap］湖やJコン1'11］＇からと， fてL、／；このが，今f庄の此 俊秀さを鼻に；H), Uンオ、ジア人を必要以uニ比
変以後は操＇！；：士号止となった、そこで代わ， pて、従来 ¥" L, パカに守主主f(1i,Jがあったことは冴定でさ Jな

は魚を入れる竹力ゴを編んだり， f',Mf::o）災H止をL L、。 、とれはi長持ヵιボジア入に対するカ‘れらの「3

てし、たカンボシア人が治、に出るよ 1にfに pた。し 助で示されるほか，筆者ーのような第三千干にもよく

かL，湖水に摘を引くカンぶジア人た （） j) r-っき かンボジア人をパカトこしたようなことを IJにして
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いた。ベトナム人がフランス領時代，植民地政府の

権威をパックにカンボジアに乗り込み，本来きわ

めて純朴なカンボジアゃっォスの国民に対して，

小たり；r.~圧的態度で臨］－；.' かれらに／1：制を加えた

ことは事実じしし、。当｜！？〆こトナム人；tカンボジア

·~ ¥l < ／ごし， あたかもそ v'l地士i’Jlfl の辺境流刑地
ででもあるかのように考えていたことが， 当時カ

ンボジアに在住していたフランス人の著書ーからも

うかがわれら。 「アンナン（＝ベトナム）人はその数

が殖えていく・・・・役人，商館の濯人，小商人，召使，

i魚！＇illI( t……。しかしii主等としてはやむをえない

二三に違いないのである，，すなわれ， 山や森iこ激

LくJfj自されていて， t'l分J二九〔＇）使える平野tこも

l日f；乙ι事欠く有様なのであら。｝訴紋な移民遠の中
の優秀な分子は今までカンボジアにとって無用の

長物ではなかったにしても，一般大衆もまた同じ

ことであるとはいえなU、。おびただしい泥棒，い

山ざま岬，生れ故郷ではー」旗あ；y.－，れなかった1］、

'i＇己主 U.i:.手｛i'V、が群をなして流れ込み，属国にで

川l:k川、ゐように恩I;'' (~ ,-i二片えζ も道理tこ合

,! ) ', ＇、）威張り方をしてみせと与。一一確聞するに，

アンナン裁判所は望ましからざる人物およびジヤ

ジャJ馬式女性はこれをカンボジア追放の刑に処し

て厄払u、を行なうとのことである由。」（バ9)

/ jいでにもう一つ，今度l土臼本軍に従軍し，第

2次大戦中にプノンベシに短期間滞：丘した際の高

見1m氏の経験を紹介してみよう o J一一子供の群れに

自分；ょ『カンボジア』だというと， あなたは『安

南』だという。 日本人はみな丸坊主と思っている

のか，毛の長いセ｜涼（宣伝隊の略〉のものを『安南

だ，安南だ」という。安南人はカンボジア（人）

を軽蔑している。 自分は安南，これはカンボジア

にと，，、う。いわれた子供はコゾコソと逃げる……」

(' 10' 

カンボジア人からみれば， 自国にやって来たベ

トナム人はプランスというトラの戚を借りたキツ

ネで， けしからん奴だという景識があり，反感が

あるJ I.'.か人，なんとかしなければという気はあ

るが， なにしろ残念ながら実力が伴わなL、。カン

ボジf人の心の中には， こうして反ベトナム感情

がドス巣く渦巻きながら，深く累積してきたので

あった。いつかは爆発する運命にある地雷のよう

なものであったともいえる。

こうした両者の関係を示すものの一例として，

1963年頃にプノンペンのフランス系リセの学生を

対象に実施されたアンケート調査の結果を紹介し

くおきたl‘、0 60入を対象に行なわれたこの調査で

は，カンボジア人の中国人（華僑〉に対する関係に

ついては， 60人中55人までが「友好的である」と

の解答を出しているのに対して，一方ベトナム人

との関係については半数以上（31人〕が「友好的で

なLゴ土 L，「非常に友好的であるj土したものは

わずから人にすぎなかったのである卯11＼カンボ

〉 γ人にとって同じ外来民族でありながら、華僑

にけしては尊敬し友好的心情をもつかンボグア入

も，ベトナム人に対してはどうしても反感の方が

先に立つようである。カンボジアでは華僑との混

血（Sino・Cambodgien）が多いのに，ベトナム人との

混血が少ないというのも， この問題と大し、に関連

があろう。

このような両者の非友好的関係から，従来プノ

ンペンでもベトナム人とカンボジア人の間では，

じつにくだらないことでも喧嘩の穏になってい

た。プノンペンでの筆者の宿舎はアパートの2階

だったが，朝早くから下の通りで大芦でワメキ合

うカンボジア人女性とベトナム人女性の喧嘩で目

乞さまされることも多かった。市場などでもよく

1,Lj古の喧嘩をとみかけた。その原因たるや，容のベト
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十ム人女性が目）jが少し足りないとかラ >)' fラ；

もう一つよこせというのに対して，

の方が駄円だと L、ったとし、うような司

かンボジア人

じず〉にi上主総Ii

なことなのである。 つねHtw；ま， じつに純1トでお
となしL、カνボジア人も， このベト十ム人和子と

なると衝動的になりやすャ伎を ιってレるので点〉
‘一，屯コ。

両者の違和感は， ベトナムが中同文化［認の［｝・.:Iな

のにけし‘ 力ン＋＇ジアがインド丈化 i誌の同とν、う

文化の違νからも増幅されるようである。 また1,,j

じ仏教徒でも，カンボジアは小来， ベトナムは大

乗といった差もある。 なおカンボジアiこ住むベト

ナム人にはカトリ yク教徒も多く， 総数の約4分

のiが1，司教の｛言徒であるとみられぐいたし i12）。

力ンボジア人の，くトナム人に対す心反！・1..¥/J；歴史

のr[Jで培カミ；！，;/l.てきたことを：才〉かりやすくi；見向lL 

ごくれるのはカンボジア丘苦である。 京？？の1カンォ：

ジアの rt｛村調査などで時々出くわしたのどが，；＂.~

村の人々は野菜山i',/：磁のt,f11fなどを呼〆与のに、 あ

る種のも （！） i二／コ＇，、て 11.等のも v'lj !Ji＇・、 L＇、も

n」の怠ロ止をこめるときは r－ー・ーバランj(barangJ 

とI,、＇・ '. ［「＇Jのもし1）」 「つまらないι♂）！な「，
「・0・0 ・ューン」〔yuo引とし、う接尾語を，・，けてII子λ、

二三？；、語、っ？二G ここtこし、ソ 「パランjl土アランス

を，「ユーン」はヘトナムを，－~nまして，，、る。いろし

ろ調べてみて司〉『 これじのHU乙百長さと，) ¥ fたti千ひ：｝1会

がこの同での正式の名称ではないらしくラ

イ谷称とでもャうべきもののようであゥた。

L、；！，｛；＇°

4%者と

しては、 以上のような事5たは， 一守主力ン，J-;＞アiq 

ltの伝統的な対フランス親近感と， tt，二トナム人

敵対感を；肢も象徴的に示して 1いるものと考え ζ、の

である。

en 1) 1s 11i f」か人 191'1:h~ ：こ t 乙乃ン ？， ／ア’•J..' !) t 
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III 第2次大戦後のカンボシア・

ベトナム関係

力ン；j：、ゾア人／うてベトトム人にけして抱く恐怖感

は上述した上うな歴史的なものに加えて， 次のよ

1えE近f干し／｝事fl＼によっし -F;e）現実（t)Iにもの i.な

円ている。すなわち， 第2次大戦後，この地域で

は再植民地｛じ企図るプランスとホー・チ・、ン

(Ho Chi Minh）らのベトミン（VietMinh）を中心

三したインド乙十の民族解放勢力との間に， iり46

年12月から1954年7月まで8年近くにわたって，

いかゆ己第 1'i）： インド／｝一戦さ析が戦t) れたが， を

））戦争(I)4ミ期， lけ54年iTl，ベトミ L主規軍がヱラ

フ「ス・ベト十ム国境方聞からカンポジアの東北隅

；て浸入、 7－々f-＼－リ （！とれtt九nakirb，ス i力ント L / 

（日tun日 Treng), クラチエ（Kratie），コンポンヂャム

l,nmpo日以 Chaml、スノミ fリエ／〆（SvayPieng¥, 

レイベン（PreyVeng），ダケオ（1、akeo），カンポッ

l、（KarnJ川）などの各）十lを侵略L守さ「パこ河北！寝

のパ、ゾタンパン（B川tamhang）州方面まであ暴れま

わり， ，＇＇ノン〆＼ン司パ ＇'Iケンドン間の鉄道を i父撃

したりしfて（ii. 1 ) ー・方， これに応じて、 カンポジ

γ圏内で｝＇；べl、之ンの系統を引〈自由ケメ－ •:/,: 

派グノレ－ －，＂が 7 ＇一／レ人民解放軍を組織して凶内

各地でゲリヲ活動を展開し始めていた。

とこん三， 二のたびのベトミン疋却軍の畏匝？？で

は， 多くの建て物や施設が焼き払われたのをはじ

め， 国民の大部分が小采仏教徒である力ンボジア

では社会的地位が高く，一般住民の導敬を集めて

いる僧；日ふどL殺害されておけ守 こわを含めと何

百人という一般国民が，殺害されたとし、われてい

る。 この事件がりンオモジア入内心に／二トナム人；こ

対する＇， ' r，そ円深い恐怖，C、， 成！穫を植えつける三

ととな， ）t.こ。

現｛J:0）多くれカンボジア入は， この事件を忘れ

ず，はっきりと記憶しており，筆者などもよく田

舎を旅行した際，各地の住民からこのベトとン軍

侵略の際の恐ろしかりた思い出話を聞かされたも

のである。 まえペト之ン軍の侵略を長けた東北部

がら東部にかけ亡のi二記諸チHでは， l並道にかかる

橋のたもとなどに多いが，今でもあちこちにレン

;ff造りのトーチカの廃虚がみられる。これはペト

ミン箪の侵略から国土を防衛するためにカンボジ

ア｛員肋ミ造った施設の名残りである。

さらにまたカンボジアの誇る偉大な腫史的遺跡

である｛吋のアJ こIーノレ・ワット（AngkorVat）など

にも石盤のあちこちにベトミン軍侵入の際の戦闘

ω名残りだと L寸弾痕迫‘ある。ベト ξン軍にまつ

れるl正i］じような階史的文化財損傷の｛71］を筆者は南

ベトナムのユエの旧王械でもみた。 こうした事件

が現地の人々に反ベトミン感情を植えつけてL、る

程度は意外に根強く深いものがある。ましてカン

ぷジアの場合は人種も迭ャ， 上述してさたように

伺百年にもわたって圧迫されたという過去の伝統

もある。カンぷジア入のベトナム入tこ対する反感・

違和感はこれによって一層根深いものとなった。

ベトヰン軍侵略事件はまた， カンボジア人に一

回共立主義に：｝tする反感・恐怖心を植えつ付る重

要な契機ともなった。

カン〆Fジアにおける共産主義勢力の芽生えは，

ベトナムなどに比べて非常におそく，やっと第2

次大戦後のことに属する。 しかも組織結成の準備

や指導はすべてベトミンが行なったとみられてい

るc 第 i次イシドシ十戦争中の1949年，ベトミン

の手によりベトナム人を中心とする「カンボジア

民族解放準備委員会jが設立された。共産系「自

由ケメール左派」組織の誕生である。ついでカン

ボジ fの東部や1H部を中心iこ， ベトミンの指導lこ
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Ⅳ　ロン・ノル将軍とシハヌーク殿下のクメール・ナショナリズム
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（－＇）攻ii，が日［I']cl）大多数日〕11:Jt(,J干支持を吃けてL、＜,J
l:: L、う自信， 過去μ）実詰か「イーる本’ii:件収J：；への

Iヨi立と， 土くにソ連・中l司のハノ fへの影智力企

平ljJ日し！じ：トトム削｜｜に一！； ；ボジア；i長Li；、1・J ，，守投jl_s

をjJじそっ土いう ｛｛安11(1(1があ〆υんためとHie討をされ

.・,,. ふるレはさんに1¥1、11,1,ilJヰiぐりすー之，－，，tfilH乏ll}J': 

［）〆，：「び）布引企抱いて 1ぜ lたかι知上反し、九日＼，
しん、しこ♂）〆ハスーク燃 fのおい、；士、 111＿く仁モ

てケ T1c-m，.、たようであった。すでに独tl門主力
をどJ’i二イ）けてL、る－It－＜卜十ム・解放戦線にけして

は、泊、ってdj ようにモスクワ点、心の決定的＇.~腎｝J

υ）行使；士 i,i tヤ期待し難い段階にきていたわけで

ふるコ 二・＇； I＿ご＇ ＞ハ 1ーケ時［・山初；μ生n((J外交

につ｜浪＇rH：，二♂） I主大IF＇（！別に i議tιされるこどとなり，
ユi1 /1、A'l t ,') ＇｝；；！仰を ＇，＇－：J〕石原！大！となーらんヤ 免IHJU);

そしては 1F.,I自で心、けなiJ:，・，司 11.Jlモプ）(iiiに11＼：，にそ

,/) 11＼：：県を促イ：しえた L、tL、c,> d、4ーワir-zi{，の悲
1事］／＇.＇;:: =-iこふ一）た｛

(, I. J ) l¥1. Leifer, ( 'ambodiι the sea, ,I, f,,r 

snuritv ('.¥!ew Y内rk, 1967), p. 50, 

(, I 2) I l. おteinher日，（’a111bodi<1(New Ila，・ピn,

J 959), p. 1()7. 

〔，L 3) ,:II 11，＇，，「ハン、ンゾ ＇）v_,( ,i/j (',' I -; ハズ ケ

{j：、；l!I l昨 l『r」 (Ii I•十必［引当，，j 『 1J[iむアンアに心iJる＇；； ); 

十比九 '1＇）＇［ドJ引U 1れか， 1969:1 )i；：以〉， 165しー／。

(;:・4) N. Sihanouk, o,; en出 t{e C'om111unis111＂’ 
au （’a!llbυιlf!,e (Phnom-Penh, 1%2), p. ci9. 

〔i仁5〕＼V.G. Burchett, The Se’Coll(/ I山 fοt・hina 

!Var fτambodia and Lros, )I¥ ，沢 I: ／コン •.j，白梅：： 』，

71ζ－－ ／。

IV ロン・ノ Fレ将't］（とシノ、スーク限卜

（！）ケメール・ナショ寸リスム

:i月lEHlのシ J、てーケ同家首席辞任・直放劇（｝）

主人公は口ン・ ） ！レ将軍であった。ノ？次のヤ－fゲ
ーにil, Jュ；ノ・／＼シ（Che叫 l!en,( ¥ 1q民法会議長
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（政変後， :mr可家打席に，；:tff:)やシゾワソト・ン I} •'J ・

J 守ケ（日i宍owathト-iirik'.'vlatak）殿下（政変後，？／／

ク際lごはT族の身分を同家に返上した）らの指導者。、

名前があがってし、るものの， その故高指導f'i°!J、iJI 

L ・IIし将’ポで点》／日ごとは11¥Jiil: 1、f仁L、。 ！？〉・／

＇し、，1r,1ut: ，、メ：ーケ色－folび）ため， ケ－－ t々 一裕

午後、！と{j：余金経た］（）JJ () fl企も J Fてケンボジγ山

ll：主体を王掛かじ共和制に変え， lfli"1 t新たに r7 

Jー／レJi_;干111:ilJと料、するに＂｛ったc

今次のカンボジア政変の；焦点の aぺが，.：.：トナム

同峰山 PWh長jに位入 ・!!iH有する 4万ないし日 7j

OL¥t／、トトム－市／＼ト！ム解放軍をいかにf.il.期に

1/1技i店主 ＼L・ ;;jか，l-＼、う問題であった二とは先にも触

). L之7）～ 二う Lたィ、ト十ム！七産ifT:；二士、fしぐ最も強

｛［奥，＼む；j誌にふす，rごo ＞刀、か〉；！：シアび〉’，f{(H；で点Ji),

・'i ・ ,, 1 ](I/.': c':・ 1.てぴ） 11ン・ノ＇＂将軍でふ）》た A では

い／・ノ；l,将1ド山崎l？＇.！！なケ£ー；し・ 7ーシコナサブ、

ム，士、卜、トトム~セ点、＼ ',L,、は， どび）仁うにして形成

きれ〈い pたのであんうか。

！？／ ・／ノL将’ポl土iιl1:l '~- 11 J J '..'.'. [ l 1t'. :U t., しよて

みa ' C現11:5,i長をある「： l y。プレイベシリ十！のコン

ポン・ I) －，ー（Kompong-Leau）で，そのI也のE士fli

部隊長fニー｝た父税 ＼Jン・ヒン（LonI! in）の長男E

してノtまれていら。：；人兄弟で弟が 2人レたわり

であるが， すく、iごのtfうの ri：..，・ニル（LonNil) H 

¥}J家腎君主，＇） l也！三長代を務めてし、たが， ノ7次び）政変

itH丸 反：2ン・ノルVKo）解放戦線分子に殺害され

た。 .:tご弟の 1.・1ン・二ン（LonNin）は憲兵隊で働い

ており， 丘町見を助けてfliご大活躍中である。ごの

ようにみてくると，ロン・ノル将軍の一家には，

治安関係の職務につ，，＇ている人が多ャことカ込わか

るのいかにも真雨ijで意志強間で十ショナリァ：ム

の強烈！そうな家系ではある。

f ノシ， ：ンで小学校を終えたあと， 仏領インド
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シナ時代の当時としては， カンボゾアの有力脅，

瀦裕階級の子弟がよくそうしたようμ， コーデシ

ナの庁イゴンにあるブランス人経営のリモ（Lyct':e,

,11学rti1W：学校） ＇二日学した f 今孜政変：I）立役者で，

',1ン・／ J'vし／）右腕である iソづソ i、．シ！！ク・マ

グク殿下は， このロン・ノルのサイゴン関学時代

(1928-34年〉リセの同期生で、あった。すでにヅノ

ンペンの小学生時代以来の親友である両者は， こ

のサイゴンHi＇代に一層緊密さを取したのである。

？で也両者の仲は格別で，お互いに［ノルjトFタ

ケ j と呼び子干う間柄である。多感な＇~年時代を，

この問者が優勢を誇るベトナム人に開まれてすこ

したことは，後の人格形成，とくにそのナシ ;Jナ

リズム形成以大さな役割を果た Lたものどすきえ九

,flる。

留学を事与えカンポ J アtこ婦rmした r：ン・ノノしは
数少f.C,、カ Lボヅアのエリートとして官界で活躍

することとなる。 20識のときから18年間，かれは

官吏生活を送っている。

第2次大戦後，との地域ではへト kムをrp心に，

L、わゆる第 i次インドシ十i戦争が爵われたが， こ

の当時ロン・ノルiまク勺チ工州知事 (1947年〉とし

て，また国家警察の地区長官（1951年〉として，ベ

トミンの攻撃から国土を防衛することに努力を傾

けていた。

1952年，39歳で中佐として軍隊に入った。同年ロ

ン・ノノレはペッタンノベンチH知事北軍f;j令官iこなり

有能な軍人ぶりを発揮した。当時カンボジア組内

の共産ゲリ弓活動が最も活発だりたとの地方で，

ゲリラ鎮圧に活躍した。以後，かれは独立後のサ

ンクム内閣にしばしば国防相として入閣し， サン

ケム政治体；＼）ljにおける右慌の重鎮としてその地位

をしt'.＇，、Lfごいに築きあ打てきた。そして 1963』ド

にほ副首栴！となり，／，，、に l96(i年秋には片相の地

位についている。しかし早くも翌1967年3月には，

Fンクム左派の攻撃と自動車事故が原因で持妊の

JJ二むなきに弔っていた。しかし， ベトナム戦争の

うゴスカレーシヨ Lや｜局内での財政悪化といった諸

事情を背景に， 力ン，J;'ジアの外安政策の伝子が右

に振り始めた 1968年から，カンボジアのスハルト

といわれるロン・ノル将軍に再び檎舞台主主場ーへの

千ャンスが訪れてきたのである。同年4月，ロ L ・

ノ／レは［:El防相に送り咲き，翌69ff-fこは 6月のア i

IJ力との4年ぶりの国交回復を経てー 8Jlに2\i•J 

日の首相としてカムパックしたのであった。 この

ように独立後のロン・ノ／レは，政治家として大き

な活躍を示したのであるが， その聞かれは一貫し

て符軍として軍人生活全送／》てきた。

,j:i＇.人 irン・ノ J'vの役fH土， い－－－，も i左j勢力打二

111'える三とであり， とれが相対的にかれを「右i

簿りの人物に仕立てていった大きな要因になった

と考えられる。同時にかれのクメール・ナショ十

リズムは上記べトミン討伐時代を通じていっそう

韓両た之、｛言，念に f,'i］められていったものと忠われ

ら。かれは多くのベトナム入が住む7＇＇レイペンで

生まれ，幼時をそとですごしており，長じて多感な

I高校時代をサイゴンですごしているのである。ベ

トナム人に固まれた学校生活を通じて， かれはい

やというほどベトナム人優位を味わされたことは

間違いない。 ここにかれのケメール民族主義の芽

ばえがあり， それは直接ベトミン軍が祖国を侵略

するに及んで， その防衛費任者としての立場から

も， ますます対ベトナム人敵がい心を高めたこと

は疑いないところである。今次の政変で果したロ

ン・ノル将軍の役割もそうした意識の延長として

考えられる d之きであろう。 しかしクーデター後9

カ月余を経た最近のロン・ノル将軍の周辺には，

かれが強烈な民族意識をもった「マジメ人間」な
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ふカ司：えにi//frl＇.した、 ;,t191Jのl：人公として山 f.1- Fi仁 1'1分i;';＂才1！＇、殿下”にな r ' たのではなし、とは

J がし／九、に白出；，＇.i-.パご去っ／）,r,，ら二三日行定 ) ,¥' i) }"f，どしたとfr；えんれて 1,、心。 シハヌーク殿

てき lょ；、工 ：， ；こ）巴われる τ ！ごはその際， 次のようにJ託っているつ I わたしは

,IJ Lハ 4ーワ吠 1,・1, , , ：..・ノ 1c11 ,],':: J, ': ,', Jt: 1if Lr~ ミ：仁く｝li[f.pfLてし、！n、η ノレしどけで、 卜

i強烈！／U(I；！，、 i:i'~ (I ・,: ,¥ I .：， 、iリゴゴ q111JJ :n 11’UL う〉；ー1u11けがし てL、／仁L、ハ ;j）たLitftl iむと1,,j仁一｝］ :.. 

ごJJl.{1AS1'.i'立＇ ・＇＇り山久： 1：..・ 1 'cけ1i• そ l,iJ iく，、F ,I日；y人J二っ tll先日，，in；；，わ／二Ll、tiYJ民の卒fl,'；ど

1ノ1:_i'，日を｝ト f{ Lで送ザ〉ごJ3i）、 J、：、十J、人｛逗f_,'，今 flll1:.1 cl l；正H一f＇止t三じ，l／：こめiこ戦う O J）たし （｝） －：汚ヲえiよ白m 
士、、：J〆＇：

／ご，＇二 J：え「） i l、 r11＿；ん色「〉ケメール・！・ > J十！）て この仁うにみてくと〉と，ン，、スーク殿下it比J中

J、に11ii:，；，て1、、たれ；I）と f:;;,;t',JtA り iJ~!J 、 iJlkj ,, l 1: 民？？に／，~ .》／：,) ）ではなく，従fJljどおり‘ frifより

担l：む：任、 lι ：i；二｝之I.. ! ごv; li~i f,: iJJH日ii,tl'i 仁亡）ー〆》 j,ケJーiH¥:liJ!L主主再でか I)' J_ ／：：，そうふんう

に司、どuz:f；ミ，；＇Jj'j(trji，＇，リ士市てふ I／：子、 て(I)政：r:z とi_・c 'I、ノ：〉こ＿I,/1 • 」、ん‘~：； 0 

1 と：ft,l:1'1’J；：日； i 1、，) '/ ( j；仁 C・ 、トトムと t・ ・_ ／；、にti交交1)1j山〆ハ 1ーケ殿下i二it‘ ll'v:ihi'(J 

' ；＇：暗ULf1,lii：将h':ii¥i,'l: ／、i1:)1_1／，、1・,,}) I'! [ ti （ハ§Illir: i -_ 1, I {1吠f'l・}j)}(Ji本叫が1Jrtiく， その11'~ ：~，てす＼＇!1i':fi '.ff ft 

I, I；＼」 1-1Y1c ・,1,'i:’保＇・ ＇・、1二子企 p'(ji;:1'{.J/1‘ぺうそ 1-.,1I 1-・. 'I '., ・I !l〆r!1d/1':・.1:, C発N~ A1 tこli?JI妓iての ＇W

11 :'iJ Iしごい＿；：川て／い弓 5 :11,, :j｝.＇、，IH ,L;かれこレ／：工とく，多くの欠点があ v pたャ

？？『：＇ic',' jシトム1u:,i＇：二 1.t'I:L fニノ／／｛1/J Jl交交Uiを， f二.L:えはその！／はJjf；政d,C: （わI)'I El悦与〆ノ（民主博以）

11'1:,, -.fl，；（人 I) L、！1111 [ j］交I（干のえじ）＇工－， :iにがん、 日勺ノ：， .tH此ft'.<:B華航i'l"ネーと Lご・・ ・II] (1%9) (jムゴ JJ

－手、j
 

／
 
「f
 

、

／j
 

11¥U忠！ ・;, J(bJi、f!)i{J/(,1 i_ •.1 J 1,¥ I戊、 f か・ぺliH :, 11i山’ I;:.- ノ/J'hがr，之さJl, 引をjE!J（ト二

ン卜•＇ ！守＼ [ 1 [ }, l ( 1'[ IJi』；，，f/tc11j佐11/¥L宅＇）Ji！、 ・／；ン，：，－ L〆ι＇ iiiさ.jI ／こ H11依んど，）、i上Ji'ii士Lかぷ）, J(,C,、cl),T; L 
Jγl 1H（，山if1 Iン. / 1 ［，正:CH1JJ~tJ'c.

｜卜l〕l、／〉、IJ‘.F11-ll(IJ¥i主f「此K:r,1) 1占J・,',:，＼－・、 ）〈米・ Ji. 尖・INィK~l，でく；｝｛／，桓に／こえなか－ ＇／：ーっこLノ）ほか，！I' 

巾f・r'c'ft，主Lわさすi，げを／i:i,t;]tiJ士民［＼＇,Jしぐさfニシ，、ス ，＼・：；’t敦子Tt_r: A足!Ji}JL字業生は多数1llたが， かれらを

ーケ ll;:I、／； •，そ；／［，「〉び）；，f,tl,JJ を j出じご l't ；二 Jt,1r 1:ぷ 豆；：r人！.lノ；＇.， iilt~i品 iiを与え社なかったG rJ1 ;i:i等教育

行と Lて 1・1己}l：吊を ／二 (i》心、ど.－， 1：、l'.，，、う／λ をうけに f> ，－リも＊アJl--u) ;J（ーイをしなければ

か、 a1：界中山r?l:ll l主集めていら。 なc",t五L、t’-Jtlt守、 し、さ.L,v、，j；ワイトカラーjこむの

G JJ ,> I:! Oll（族連（＇，D'lH干の樹立発点に際してu シパ〈ーク体制への不満企非らせたのであ J Fた。

le;.われた記者主見で七、 シハ Lーケ殿下はこの｛，： ともかく， このように種々の欠点はありながん

心ノパ、ての質問；：：：.Hえて，［わたしは、い支にjりt' も， 〉ノハ 1ーケ政治・外交の基本路線が，ベトナ

主誌をそれほどよくf1H解してL、にじ、j と述べ，パー ム・クイといった両隣国を中心とする大口誌の圧迫

しい品川を避けな；，.・： c"バe IJ,tこしは民族主民r¥C かc,t'I い！の独立と悩土保全を維持しようとするク

:i )J l、ノ旬、 17 ( 7 l, 、ノド・パ－ f－~.ソト（ Wilfr的l

メ」ーん11'.:Md：誌であ，－，たことは防J；主いなし、。 さき

に品りたかれ自身のJ葉からみる限り， シ，、スー

ク段i、i:t' iよ！，｛1：もこの政治的iよ本路線を捨ててし、

おり、仏教徒でt,，；＇.，：ど，m－・，てャた （， 1；のさらに

( ;_ Bur,・hctt：，品目ど－llJ；〔：f会見 Lt：；， ，、とーケ隙
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Ⅴ　クーデター後のカンボジアにおけるベトナム人問題
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／（いようで，＇.，， Cλ 北！；（山中国正＇.（ I(]/J •かね正 d価し

てきたとみられる， シハヌーク殿下の資質の一つ

山、 tさにいjLb＞ま吉れもない愛「kj者であり，hつ

ての独立闘争時代や更には独立後の施政期間を通

じ三示Lt-.t"-1に， 人民を鼓舞： tll国の独占令防衛

／）えめに交う！白］かわせQ能力をも 1 ている，＞，＇，（に ;t,,

ると推察される。北京の中国政府を始めインドシ

J-j）優勢革命劫力たふノ、ノイ政府や解放戦干！＼tなど

の支援をうけて共闘を進めて行くうえで，今後，シ

、l.- 'J際空ドがどの松山までそ（／） (1；の十：，， 1 -J・ IJ 

スム， いわゆるクメール・ナシ計十リガムを発揮

できるか， 交わめて注目に値いする問題であるω

「注 I) R《；ι,ilit正s（、.aml’0【l呂ien口c討己<l.,J'.ヲ
t,J斤duC正unbodge,edition 1963 (Phnom-Penh, 1963), 

p. 203. 

C-l: 2) R, alitesぐ；山山，<lgien日制 t・cl., Plλ11～12. 

(it 3) J甘！倫「カンボジア中段どま誌のJ主総とそ U〕軌

跡」（『世界』， 1969年12月号〕， 196～205ベージ。
（主4) r,,JI日新聞』， I9701f5 ! I h円f-10

（注5) W，沈売新Ill！』， 1970年5Jl 2411 fj 。

V ケャデタ一位のカ.：， j j；＂ジアに

おけるベトナム人付制

l. ベトナム人虐殺事件

政変直後はすみやかにシハヌーケ色のー捕に－

l;t：日立主力し， 安定するかにみえた nL ・ノル新政権

の基盤は予想外に弱く，逆にカンボジア農民たち

のシ川ヌーケ支持は；0：外iこ根強いことが；田川され

た。

:,}]2:・HI，とハ又一刀殿下が北京・cJJ > I子ア

L（校統一戦線・民族fiy/.}!{,F:の創＂主 4発炎上 Jこのを

契機に，乞G日から ）］ ンボジγ各地で；農民金主体と

した済政権に対する大槻模な反乱が起こ，，たっこ

うした反乱はロン・ ／Jレ政権にとって大きな衝撃

/'.. '1＇－こ。 －－・）；守口ン・ノ il,・Jl支権はそn¥j刻、市f；浮い’〉ゆ

三iこ至上命題だ，、／こベト）・1、共産主ぎの［泡域jか

らの追l±lしにも失敗していた。

こうした事態を前にして， げン./ 1[., i攻権は－~＂.；

lえの反乱が北ベトナム・解放戦線とそのシンパで

わるベトナム入の挑洛と扇動によるものであると

11.伝して， カンボジア人の反ヘトナム感情を最大

｜岐にかき立てた。 このように， ロン・ノル政権が

辻大限にあおった r，－ー・，J、ーム・ヘトコンj山

火の手は， かねてから底流にある民族的憎悪感と

いう泌トこのってたんまち：1)J末からの力ンボジ〆

任地でのベトナム人迫害となり， さらに .1)］には

属殺事件へとエスカレートしたりベトナム人の住

集合させられたベトナム人遣は一斉射撃のもとに

将殺され， また1,1,j子を背中で縛られじゅ Fつなぎ

にされたまま殺された多数のベトナム人の死体か

メコン河を流れ下るといった陰惨な）設計があちこ

んに現！いした (ii.I l。これらの事件i主主役界に大さ

な衝撃を与え，怒りを招いた。

こうしてロン・／ ／レ政権は Ifi際世論ぴ）)f：難のi¥I 

に孤立していった。ロン・ノル政権がその虐殺乞

命じたかどうかi土ともかくどして， 虐殺事件はがi

政権がとった反ベトナム政策の必然的な結果でん

ることは間違いない。ナショナリズムを唯一の政

権維持の基盤とする日ン・ノル政権｝土、 つL寸こカ

ンボジア在住の全ベトナム人の追い出しを訴える

主でに手った。

ロン・ノル政権崩壊の危機合前に， ついに 4JJ 

ゴ（） 11からアメリカ軍・南ベトナム政府軍はカンボ

〆 fへcl）市，Ji；介入企IH1始したり当初＇J! J¥11 J成JI/) . 

h止をうたし、ながら， そjtJ！.けでは口ン・ノル此権

全支え Jふことがとさなかった。そこでら月中旬，

メコン河の糊航作戦が行なわれ，南ベトナムの艦

艇が1J：，，ノベンまで進出したυ これでひとまず日

4ラ
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ン・ノノレ政権の危機は救われた形となった。

2. 在住ベトナム人の送還

南べトートム海軍の艦艇ノドi守都プノンくンに現わ

れたのをみて，最も喜んだのは，なんといづても

市内の私立学校の庭などにテント張りで作られた

粗末な収容所に入れられ口、た当地在住のベトナ

ム人たちであ｝た。南J川、十ム政府軍が‘ jヒペト

十ム・解放戦線軍掃討のための救援策としてカン

iミジア入 l）して以後も， ロン・ノル政権は依然と

して，すノ、い＇）ベトナム人を追い出す-JJZIを'itえ

ず，ベトナム人たちをぞくぞくと収察所に入れて

いたのである。ロン・ノノレ首相は5月l11:1も，カ

ンボジア人と＋,1;111号してカ Jぷ＞ア国籍を lt.:.t!} L.た

欠性以外 lノ〉，＼トナム人は， ナベてカンバミシ γ棋士

から出なければならない，と放送していた。元来，

カンボジア在留のベトナム人達は祖国と距離的に

ら近く， また乙数いるのてーかれら本来山lJ院長や

慣習に従」、， 独自の社去を／［？，1，足していとので，現

地カンボジア人との結婚はきわめて少なか，，た。

したがって． 三の命令（／）対象はほとん .＇：：＇Jγ川、ナ

ム人を指すに’：？しかったり

ところで，熱狂的に南ベトナム海軍の艦艇を迎

えたはずの収容所のベトナム人のなかにも，じつ

まサイゴン政府軍に助け九れることに京if（に長べ

ない人もか；UiV、たのである。 カンボジア｛＋住（／）ベ

トナム人のこころも決して一様ではなかった。い

ま，その聞の事情を説明するために， 約40～45万

とみられる力〉ボジア在住ベトナム人fこんの｛＇E住

j也域，職来，／Ji身地， j夜来｜時期などにJ八、 Cみて

おこう υ

ベトナム人 j）担ンボジ〆， ＇山最も初期山千年 ft：は

18世紀以来1Jーなわれてu、るが，かなりまとまっfこ

形での移住は 19世紀前半に行なわれている。カン

ボジアはアン・メイ（AngMey）女王（1834～41年）
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時代，とくに1834年から1840年までの聞は，：事実上

完全にベトナム領｛とされ，行政制度などもベトナ

ムュにに改変された（ i 2）。このとき多くのベトナム

人がヅノンペンやベトナム国境に近いメコン河以

来地域などに来て住みついたのである。 1840年，カ

ンヰ、νアの椙ff:ぺ〉民衆の間から， こうした祖fほの

ヘトナム領化に反対する民族運動が起こり， J丸、

に組閣の解放に成功したのであゥたい 3)（すぐ後

に，今度はタイからの千渉に苦しむことになるが－…，)o 

これか今次の政変後， 4月15[iに 11ン・ノル訂十II

が IlH40年にクメー／レ人が一斉決起し，数千の八

トナム人を殺し， その支配から闘を解放したとき

のように， ベトナム人を追い出そうjと国民にll子

び治￥けた l世紀以！：←片の事件なのであった。

しかし， 現在のカンボジア在住ベトナム人が最

も多くこの国に移住してきたのは， やはりフラン

ι!it'd（）也支配下時代どった。｜治：民地支配体制のF

級’f¥11':として， 主たプランス人の使用人として＼

さらに手工業職人としてやってきて都市に住んだ

はカ￥；士、農民や漁民として｛動く者も多かった0 I,,、

主、 iリ:iO年現在でのカンボジア在住Jミトナム人山

地域別分布状況を示すと第2表のごとくであっ

た（なお後掲第3閣を参照）。なおここに示された在

住ヘトナム人数の地域別比率などは品近までさll

ど変わらなかったものとみて誤りないものとみら

れる。すなわち，カンボジア在住ベトナム人のうち

3分の l近くがプノンベンに居住しており， つい

で東部のカンダル， プレイベン，コンポンチャム，

ケヤ；，－/J.どの諸州に多く分布してL、たとみられる

のである。このうち，スパ，イリエン，プレイベン，

タうオ， カンポットなどベトナム国境iこ接する詑

・IHをはじめ，西北部のバッタンハン川などでは農

民も多く，かれらの移住と生活には，かれらの信

仰するカトリック教会筋からの援助なども受けた
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この国ト二移り住ん ／：＿＿ごく近年，とこんが一方，

いわゆる

あるいはサイ

ゴン政府がいやでカンボジアに逃げてきた人たち

筆者もフ＇／ンペンでそういう境遇にあ＇ ' である。

その数はり

あるいは 10万人近

カンボジア居住ベトナ

ム入のq1には，

密；べない複雑な気持ちの人も沢山いたことがわか

ろう。北ベトナム出身者はもちろん，南部出身者

さん山中にも解放戦線びいきの人も多かろうし，
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すなわち，

［ベトナム戦争J0）戦火をのがれ，

ベトナム人もいたのである。

た何人かのベトナム人を知→ている。

ンボジア全国で数万は下らず，

くにの行るかもしjしない。

このようにみてくると，

サイコ、ン政府軍の救出を手放しで

サイゴン政府下から逃げてきていた人々に近年，

なども，持そういう気持ちでし、たに違νない。メコパ；い、地域人：P Iンポン・チューに川を(, I ,I 

南ベトナム軍に“救出”これらの人々は当時，はじめとするトンレ・サップ湖周辺には多数のべ

！十Jペトナムに引き揚げても職はなb、し，懇c'< fl,, 日、｜：のべ I・ fム人lトム入漁J（／；込；まいっ亡きたり

くすれtflナイゴン政J(fから「ヘトコン存疑者Jと

して，再び収容所にぶち込まれる可能性もあったむ

カeれらは i浅るもItくもともに地獄Jω運命かん

逃れられそうになかったのである。

その後、昨年秋からカンボジア在住ベトナム人

だしたいベト十J、南部，：r'if時のこトー J・シ

十起源の人が多か 3たのに対して‘ 1920年代から

つ？ンス資本によって：tンポン Fγムやケ／チヱ

州でのゴム・プランテーションに湾入されたベト

斗ム人労働11は北部へ卜トム（＂＇ 111'['(1）トンい）の

た：）/J；司

地方の収容所

プノンベンのベトナム人収容所は廃

の溺ベトアムへの送i基は停止され，

はともかく，

出身者で占められていた。

じめ各地方都市で各種商業に従事していた者の中

iこは，大体においてトンキン出身背が多か／＇た

さらにダノンベンをは

そしてi民宿所に入れられてし、たベトナ止された。

一応元の住所にム人も種々の制限はあるものの，

帰ってねむことを詐された。

(ii' 5) 。

一旦片if,,Jじ頃から，りLボジ fむ（主， J「均、 1',26年i、if！，ちょうど箔2

インドシナ戦争が始まるころに ベトナムに送還されたベトナム人達の多くが再び

かンボジアの I~~住所に帰って生活し始めてし、ると

ωことぐふる。 J,!:ij：カン示、ジアに住み馴れたかれ

次大戦が終わり，

ベトトム人に対fる圧迫力；？？なわjlて帰国、，1n_全
f人，

首i,: 11てU、心υ

またカンボジアの独立直後， やはりこの国をおいてはなャらの落ち着く所は，この国とべトナム
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ということであろうか。

南ベトナム政府軍の進攻・駐留

ー カンボジアのベトナム領化一一

3. 

σ）｜討の外交関係がこの｜誌での外114人に対Fる職業

千若制限の施行などを契機に緊張したときにも，

の肘住ベトナム人が祖国iこ引き揚げた例がある。
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；十jペト十ム政府軍はすでに北ベトナム・解放戦
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のため南，：トナムのコ一千 Lナ領白に不満をいよ

くりンボシアI司氏以激昂し， 同，m去の対立！生J{;i'd;' 
これによ／｝ーlご A 屑先主見｛ヒした乙 /i'i"I v'J ；＿＇.：：，；：士む－／； > 

ボ／ -y {lll]/J h白l五！Hr/千f権の｛確認をIii－，よ二〔／）い、 これ

らの烏W~｛たのでふ心っヘトナム・なよJ ,)'  / -! ’ Iil•ill! 

の領土問題L司その侠ii);（；土やはけ、 plij lで桜山 iうよ

t1ma台lをl対つにフランスの植民｝也ミiJおこあるこ

と点ii ）かる

さて、 コ一千：：， t-;;r』白ー問題に関連して，E·~な ,:Iよ！

喧とし 引に ゴ一千 L寸－rn主0）約内）Jj人i二山ぼふ
り／；ドジγ 人G'）問題がある。 L、;j）＇ノbと2’F し－ 1[_, • 

ケ lI ム（Khmer[¥cron〕｝とふミゾ1> / r-！＇・ケ リム

Kampuchea fくrorn） どか l呼ばれる人たんカ‘二jLて

あ乙 U 二，｝） カンアヂア（ク／－，l,）・？口ム；士、 ｝］ 午

ボ J、アJ計で fケJール人といろ立で‘ ノ、ト）ームil(i

IAJJl ／コ L ・ lゴルヅに肘{tす心力 J .;'  ,・ ゾ人企加

す呼称きあるが， ケ Jール. 11,ー（KhmerしりCl! 卜

'J l-11,人の話，山岳民吹〉， '7 / -,1.,・勺＞ ＇／ん

(Khmer Kandζal中 ＇l j __  ，レ人カ〆，，，－ジ f ，ド！ボJ,,;-{J:v>

L己核）i二対して用L、（＇， ;i lゐ。したが＇＇ <, ）］ ン f子

ア・ク 1,1ム；土ベトトム在住のり： ，；；、，Jγ 人日べ〉

とIn]I！寺に， カンボジア系ヘト十ム人と 4ぃ、うこと

ができより υ ＋；ン 7＇＋ア・クロム山居住 j也域のうよ

布状況は第21.司および第三去の通りであゐじ

力ン－；＇ r-7・7ロムは従来， 1(£：僑〔中［若人）と＿'1(,:

んで， 南／川、ナム政府σ）I土ヨ｛ヒ政誌の ifp~ ／i 対象 jつ

なぺてきたのすなわち同政府l土力 L-1' -r-r・ケド

ムをカンポジア系の「Jζ ト十ム人！ Cふるとい1

，，＼をJfd見するな場に立つのである k I_ A‘L, T見た

にはこのカンデチア・クロムは！？；史i't'J.丈｛ヒ的に

ある 1ぜ、は宗教的にもカンボジアとの紐者初、非常十二

強く（↓ s；，かつカンボジア政府はいまだにゴーヂ

シナに対する国有権を放棄して 1ぜ＼にL、ことも，（，、

うよ

第2図 コーチシナのカシプ。チア・クロムr.，：－住地域

'' "" 

(1'117,r) G. Olivier, Les l'oJ>u/ations du Ca附 ／，odgc

(Paris, E山i）および第；1夫その他上リ｛1/i足。

I）‘ l~'i こトートム政J(f に上るカンー／＇←Fア・ケロム／、

,, )l,ilf七政策には1,;J;j,¥jできよい子t:J;J，れこあと：， 0 かくし

ご，こ山 CJ- -_f-> ？のカンボジア系少数民族のな

れ：；＿t' むよ／〆i＇ンア f-l北tv＞ベト「ム人I1¥H,'.(iとも性，Ji,ぇ

t二絡んで， IH' ミ十トムど ！Jンボジア［，Lj¥1g政府11¥Jの

外交問題とし C, つJょに懸案事Jfiとなってきたの

とある。 I%:l年， りLボジアのシハスーケ政権が

l'fJ-C:ト7ムとω外交関係を断絶した際（｝）理rHの 4

, ）にも， こぴl'j、乗仏教徒たるかンプチァ・ ＇！ ¥Jム

に対寸る南／ミトナム政府の宗教i'(J'JlflJJ二があけんれ

てL、fこし、 1'HiY {t二ll) Jにit力ンプ3チア・ク 11ムrト

少数lie'.:肢の iE~~h依fl］要求のスリーガンの＼＂（二、

仲 fゴンrli!f"lでデモ行進を行ない， 軍隊に弾Lt；さ

れてしまったことは，まど記憶に新しい。

とと乃で，カンマ。手ア・クロムがコーチン寸内

；た住民族としてベトナム民族のq1に取り残され，



第 3~ カンプチア・クロムの州別居住分布
（単位： 1朗O人）

－」！一一一一一一一ιj_1955o)i附 (2)

Ba Xuyen 
Bae Lieu 
Binh Long 
Chau Doc 
Chuong Thien 

Kien Gian日
Phong Dinh 
Phuoc Long 
Vinh Binh 
その他

157 

5 
63 
31 

5,1 
7 
1 
237 
3 

117 
45 
5 
47 
19 

58 
11 
2 
147 
21 

合計 I 567 -j 472 

（出所〕 (1）は南ベトナム政府各州当局やUSAIDの
調査によった LeHuong氏（在南ベトナム・カ

ンボジア人協会会長）の推計。
(2）は USAIDto Vietnam, Annual Statistical 
Rull, tin, No. 11. Data through June 1968. 

（原資料は NationalInstitute of Statisticsの推

計〕。

混住してうけた周辱の歴史は永く， したがってそ

こから生れたかれらのベトナム民族に対する反感

もやはり根強いものがあるのである。ベトナム人

はカンプチア・クロムのことをザ、ン・ダン・トー

(dan diin tho）と呼んでいる/J：＇これは原住のおく

れた「土人達jの意で， 明らかに軽茂の意を含ん

ど称、呼なのである。また単にこうした称呼におい

てのみならず，実際の生活上においてもカンプチ

ア・クロムはベトナム人に差別されることが多か

った。筆者が昨年6月から 7月にかけて行なった

インドシナ諸国の現地調査にはサンケイ新聞社の

アジア取材班のメンパーと同行することが多かっ

たが，その調査の過程でも， カンプチア・クロム

の人々から，かれらがベトナム人からうけてきた

差別の実態や， それにもとづいてかれらがベトナ

ム人に対して抱くにu、たった反感の深さを十分思

ヤ知らされることが多かった。

南ベトナムのロン・スエン（LongXuyen）に生

れ育ち，サイゴンで教育をうけ， 5年前にヅノン

ぺンに移って国籍もカンボジア籍となったという

あるカンフ。チア・クロムのインテリ青年は語って

いた。 「ぼくはサイゴン大学を出たんだが，学生

時代どれほどベトナム人にし、じめられたか。学内

で盗難があれば， みなぼくのしわざにされた。ス

ポーツクラブにはもちろん入会お断り。し、ゃなこ

とばかりだった」と。彼はまた「パー・オン・タ

オ（ha凸ngtao) Jという言葉にまつわる次のような

話もしていた。なお， パー・オン・タオとはベト

ナム語で三人の首のカナエという意味である。「こ

れは1945年3月，当時の日本軍がインドシナ3国

に独立を与えたとき， どさくさにまぎれてベトナ

ム人たちがデソレタのカンボジア人を襲った事件か

ら生れた。やつらはカマウ（Ca-mau）にいたカンボ

ジア人指導者3人の首をはね， その三つの生首を

カ「エにして湯をわかし，茶を入れて飲んだ。生

皆が焼けてぐらつくと，やつらは“動くな，茶を

こぼすな”って，文句をつけて大笑いしたんです」

川 6）これと大同少異の話は，他の多くのカンプチ

ア・クロムの人々からも聞いた。

実は，このパー・オン・タオの話は， ベトナム

民族が南進を続ける過程で， クメール民族よりも

先に遭遇して制圧したチャム（Cham）族との聞に発

生した故事としてすでに有名である。かつて中部

ベトナムにインド的国家「チャムパ（Champa）王国」

（凡7〕を築いて強盛を誇っていたチャム族も，ベト

十ム民族の南進によって 15世紀以降急速にその勢

威を失墜し，ついに 17世紀末にはその領域も完全

にベトナム領化され滅亡させられてしまったので

あるが， この衰亡過程において頑強に抵抗を続け

るチャム族の指導者に対して，ベトナム側は上述

のような極刑をもって臨んだというのである。お

そらく， 先の話に出たカンプチア・クロムの事件

も， こうした故事を知っていたベトナム人が第2

次大戦末期の混乱に乗じて，劣勢民族たるカンプ

ラ3
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子ア・ケロケに対して， Fγ ム抜にけして土i,,Jtl で）正〆ハスーケ・ゲリラi山FJJを｝長IJ目してνた、シ

の暴！宮を行なったものであろうと拙ベミされゐコ ハヲ（ーヤ殴iごも政変1)1jiJ, fこひ、t：びこの！＇Iillヤ d

ともかく？ こうした幾多の悲惨な＇！：°件をも泌え も＇viiiミによるカンJ：ジア国内での活動を i古レク

た歴史的事実を背日に、 iii'年5）］ の lj＞小 Lア・ メーノレJ( fえhrnerBleu；のiiJUt夫前似jとしにこれを

市ベトー」ムui交［，1］従交渉においても電 力＞ ,le'ジア 強く－JI難してし、たの

側はこのカンプチア・ケロムのrl¥J揺をとりあげた とこんがラ i昨年：＼）） i川いけJ> ,j;'ヰアでの政変

のであり，これに対して sn 2,r1の同支Hi1i/dりi it' この心ン Fチ〆・ク iI ムによる特殊部隊（／）ば
ではラ ffiベトナム側が力ン Fチア・ケドムのペト ブjンボジ7政府ゲ！｝ラ的動の性格(c, 一変Lて←y

十ムで（I)J虫内の地位要求につし、て［海調の給付iを / ＞ベンび）pン・／／レ政府支長部隊へと変えて L

もって検討するととを約－~するJ jl'／；：記入された ます》たのである0 4月末， この；｝； シブずア・クい

ことは、先にも触れたとおりである。 ム特殊部隊の精鋭4個大隊I万人近くが出ベト十

どこんで可 ノ、トトム戦争の激化していた時代か ムから Dirし、兵一！としてカンボジアに？f.輸された〈

「p，ア J 1）っ￥かこの力ンフチア・クロムに r1 を－~） しかし， ともかく［こも， このカLプ7ーア・ク iI 

けていたっ アメリ ；IJ軍はかれらのなかのと背たち ょ、，＼II隊の導入でプノン dごンび） 11＞・ノ；t,j吹がJf¥ll]i二

を1ft＇・、入れ‘ これ全特殊部隊iこ編入し／こ y -flt／こ とJ 》仁i政局がf存t，告さをみせたのは＇ ii：’たであり，

ト十ムJ[士見守：と違って， この特殊i:111；ま兵i：のMi''ft \-&jJ~ を続けてし、た II ＞・ノ；t,政府11,・m11がやぺ＇ J.'i人

i土l良懐ア ！＇）力工誌が支払いー しかも， そのtriは n l白しどしたのは， 二のケ iール間レ兵部隊が先頭

般兵上の前といった，1:1額ぶりである。 とく hc：’討す： ,.-_ ，＇［＿ぺ， Ci＼役十だした五Jji：旬以後のこ Eであー，

i／，包こるたびに，現地に2、派されゐ特殊工リート た＂ ！コン・ 7ルヤで長い被妊治l¥;としての年Jl

部隊の兵l二；二烹勺てiし さらに，こxHこ特別給り をj主コたかれらには， 力ンボジアにおけみ＇ ;-t,-,Jの

が追加されると L介。かれらは南ベトナム特殊部 J、トナム共産軍との戦し寸土， ,C:トナム人，，の恨み

隊のtド犯である中川のニγチャン（Nhatrcm日｝ペヲメ をは「〉す絶好の機会となったのであ－ ＇た J かれム

コン・デrレ7のヂャウドソケ（Chaudocc）たどで；t ；上九ンポン.J－γムの確保に！戊功L C ¥Jン・ノノL

力月の特殊可ii誌を受付た後，特殊部隊陣地十二送ら 政権の危機回避に民献し，現在は首都ブノシベン

れる。訓練は現在では刊i南ベト j→ム政府'i{f特殊 ω防備にあたるほか， カンポシア1341村山各重要地

部隊の子に任されているらしいが，従来はす八一C J:.＇、での戦闘に：_t役とし ζ参加している。

アメリカ軍σ川、わゆるゲリーン・べ~－－；，ト jl日i し しかし， そうしたロン・ノル政権にとってのプ

ていた。 ラスの壬1"1厄， もともとカ斗ボジア領内に居住する

こうして主成されたクメール系特殊部隊はシハ ー般力 Lボジア人やロン・ノノレ政府w兵士とかれ
ヌーク殿下の政策に反対し， アメ リカのJ支援の j-' らとの｜訂には微妙な感情の行き違いもあり‘ i昨年

に｜有ベトナム・タイなどに J_;¥J也生巴u、て，，， J←、／ン li JJ li ［］の夜に；よ， つL、に友I在日土の！市で銃撃戦

・ゴク・なン（日onNgoc Thanh）氏を指導者とす i, -Jlt'd4Hされ，死者；i人，負傷者6人を出すにレた

る反ttc・反王制のi'l出ク』ールj主主：jと1¥/cEさをも J , - , c・ ，，、る。 カンボジア・ベトナムの両面に分；iii］統

どさたのである。れれらの部隊は力ンぷジアi込l{[ If，－－~れたケメー／レ民族の悲！華I］がここに七現才•At 亡

ヲ斗



Ⅶ　カンボジア人とタイ人

1971020057.TIF

ぃス‘刷、

(, ]: l ）円＇ III i'iiJ:11』， 1970：卜5)]2811 f；。

C j: 2) Allan B. Cole ed., Cmザiictin Inda-Chi-

lid必 Int，’rnatio,urlRejwrcussions, A !Jocu11u’11ta1y 
fh、f川ツ 79/.i -!'155 ( I thacιし l叫：，Ii),]>. 7:l. 
,t、f;'.,JI ’ l ., ', :y, ,,'j: J' I、／ ιJ ' ,, !'.':;' 

,・;: l 土 l,,e_. '- .t 1%:i:1, 13 : 
(: I ;¥ I ;I i'( ( :;(; ,,'!'. l ' > i〆 i j,J' Jiと，＇ ;J, 

'Jl～92 

(; i: 4 I R. i¥L Smith, C、a111bodiιZ’sF'oreign l'oli<"γ 

: lthac、辻、 Elli日）， p. l.~リ．

「；I,:i) A.恥I.Sa vani, Visage’et Images du Sud. 

¥. il'l人’a1n(Saig叫n,195:-l), pp. 142～147. 

(I 6) 了•／· ／ 守 （i!i削』， 1970;f 11 J J 23 , I日が11(1,.,

』. ＇，こ l ,, 'l, : : I“ 

三J ,./, ': '・ • f,i; lう＂て l、、： h・, 'fl'れ，）11:'.,Jj' •I ‘ 

ノ・ ・’，ームノ，，戸、！ ？ー、，，／： ＇ピ［件、：今メ、 iりJ・. }, ~ 0 

〔］： 7) ( ',' ' .. ：い！？力tこ＇ , ＇・い， h えi拡

・,.,1, ;, .T' , , (;. :VIasi》、［叶， J,c Hυy,w 111c de （・ha

111／川（,I'aris, l'i~J. 

V 

りシJ ,1，シ I‘宝L¥1,L、として、 東i峰山／、ト十J、とは

Jf（｛（ドJに， 両l；存：；：f;'-U「Jjーと〉山が訂イとあるじこの ＇1

{U世史的；こ：tt 、lj・ 1、と 111]j,l;i, /J ユ;J; > fにみI
・t るit：；白勢（））でふ I）守 したがず｝し ！］ ン.r：.：ア人

かケイ人iこけして拍く民族！己主f古もジとし亡 Ii_立fl'（）な

も（／）ではふりえなかったのでふる。主ziu:び〉力ンホ
ンf情勢と山［品j.iaiで， ケf・カン；J；ゴア両氏11奈の

IY・I係；よど .－1／ふ、 CL、るのであんうかc 以「これに

J 山、ご簡単；ごいt,／•、つしておくこととする。

力ンオ、＞ ？でen政変後1カ)j;;t：り全経た11¥Sf4 

Jj ~·1 n, nン・ノノノPレ政権はコミコニケを発表：..' 

力〉，ド LアカA 1＜川i年IO月以来国交を断絶し口、る

々イとの刊で＼断交iをはじめてi丞1Wi関係主：再開さ

せつ〆うある事実を日月じ力、；こしたわ こ：， Lたロン・

ノルj［支府 (T):1リjきはウ Lボジア・乍｛I生H系の完全な

,rソ；；？｛ヒJ 、の11if.;'.}lでふ J 》た。

はよこして 5JJ13tlの両国外相声明での予告に次

いで5月三村1:1, }Jンボジアは前RのF詰ベトナムとの

問 i~liil隊，ヲイとの間に正式なi主交回復を決定し，

さ「パ・二1,iJIJ4軍隊の派兵を要請した。当時プノンぺ

ン訪問中心I）プラノ：ート・ヂ γルザティヱン（Prapat

( harusathien）ケイ1;;1J許相兼内HIは，2口問にわたる

与ンポシア政府当局者ーとの会談の後，（1）両国は 9

{fぶりに［'Ji:］交をVil復することになり 1週間以内に

大伎を交換する， 12）カンボジアの軍事情勢は重大

をふり， ケイは函境での共産｛員I］の浸透その他の動

ぎに備え，保安措院を講ずる，（3）タイはカンボジ

fl二X.tI.、経済・医療その他の非軍事援助を供与

する，なとの諸点を明らかにしたけi I J。当時から，

ラすスのプーマ政権も形式的には中立ながら実紫

的には右派政権に協調の姿勢をとっており， ここ

に YJリカをベックとしたプノ L Jくン・ザイゴン・

/ Uノコク・ビヱン J・ヤン反共転車出の形成がみられ

たのごあったじこれがその前4Jj 2・1, 25l=lに開か

れたfンドン）人民首脳会議に象徴されるインド

ンア抗米人民戦線と真fillから対決するものである

二土はレうまでもなL、。

力ンボジアは，ンハヌーク国家首席時代の 1961

午IOJ] , ゲンゲレック山郎氏にあるタイl'ill境のプレ

ア・ビヒア（PreahVihear）寺院の帰属問題をめぐっ

てタ fと断交してレた。その他これら両国間には，

守イ漁船やタイ I~抵の官民毎侵犯， タイによるカン

ぶジアの反、ンハヌーク運動組織「白由クメール」

支援江どの諸問題があって，対立的関係が続ャて

し、たのである。

その後力ンボジアi士，たびたび，タイが現函境を

符j長！すればi品交を回復するとの意志表示を行なっ

疋が実現せず，依然ど Lて凶境地帯での武力衝突

事件が！原発していた。しかし，カンホジアが 1969

;iあたり方、じ， Lどいに右寄り路線を強めたのと

ララ
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i王ぼ時金IHJじくし亡両ltl要人しり往米もふえ、 政変
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に長男l!記l昌し「ウサギが虎tこ変った」と l,•;bれら

ほどの活躍ぶり全示して」、る i右ベトザム政府軍の

後に隠れて， Lt!..t.、に薄くなっていることは否定

しカ二fこL、。

こうした力〉ボシアで［お J J亡レるIii七1，ネ；町村で

ヲ8
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ト・ヲオ）， (4）ケン ffl'民族統」戦線， どい，／こ

pばつの革命勢力かあら。 このう九1i1iの；t勢力Iに

どもにltiJ内に‘iとの組織止法盤をもってし、為。と

ころが第1番［Jo＞革命勢力として， 111'二年；けいけ

ンオ‘乙ア政変後に生まれた力ンヅチア民族統－i＼従

来~l ；士， ：ti:！..組織や勢力の実態がほとんど明らかで

ないけ ハノイ放送itj車HIJンボジア民族解欣桜山
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解脱’it,';"I. 、う f:;f,長：2:イむ J ，たことははとんどかい。

シノベーケ殿 F,t :i J J :i 11, 北京で力＞ ,J；ジア

FltHt依連行政府を樹立した。 これは1f｛ベトナム

1 (Jj矢解放戦線，！i:, ）；記〉υ、j、来］（）｛j'-とL寸 J{v － ~J}--'ftの
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革命政府しか樹立Lていなし、のときわめて対照［ff-J

である。 また解放戦線は戦争解決の力式と Lて，

解放戦線のほかに中立的勢力をまじえた連合政府

をます樹立することを主張L，戦後には新しい政

府をi'Jる余地を残している。 ところが，シハスー

ク殿下を議長とするカン 70チア民族統ー戦線では

王以遠t，政府がカンボジアの唯一の.iE統政府であ
｝），仁 IAU｝；んでシ，、スーケ殿下を追放したい



ン・ノノレ政権は違憲で、あり， あくまで消滅しなけ

ればならないものとして， 全く妥協の余地合成し

ていない。 この点，ベトナムやラオスの後から民

族解放闘争に加わったカンボジアの場合の一‘層の

きびしさが感じられると同時に， その裏に，原民lj

としてパリ会談のような政治交渉による解決）jλ

を認めず，徹底抗戦をめざす中図式の強磁路線の

強い影響が感知せられる。このぶからみれば，

1962年のジュネーブ協定の規定により，今でも首

都ビェンチャンにパテト・ラオの代表部が存在し

て右派・中立派で構成されている王国政府とのチ

ャネノレが通じているラオスの場合が， インドシナ

の他地域の場合に比べて，政治解決の余地が肢も

広いといえるであろう。以上のようにみてくると，

インド：：.／ナのl!LJつの革命勢力の闘争路線にはおの

おの大きな違いがあることが判る。

ともかく， こうしたインドシYの革命勢力引ヰi

では， 北ベトナムの比嘉が抜んでていることは否

定できなレ。北ベトナムは国家としても党として

も確立しており，独立後だけをとってみても北ベ

トナム労働党（土共産党）の指導による十士会主義

国家建設にすでにお年余の歴史を有してL、あので

ある。こうした長い伝統と実績に支えられ， かっ

現戦争の主要な担い手として， またさらに中ソか

らの援助受入れの窓口として，インドンナの革

命勢力において占める北ベトナムの地位と発言力

は今後ますます高まっていくものと思われる。こ

の北ベトナムは同民族の革命勢力たる南ベトナム

民族解放戦線に対してこれまで十有余年にわたっ

て， 「永久的な大前線に対する大後方の任務を果

たし」て来たのである。ここにカンボジアで闘う

革命勢力中でのベトナム勢力の優位が動かし難い

ことが明らかとなろう。

思えば，シハスーケ殿下が同じインドシー！のノ、

ノイ政権を飛び越え， その頭越しに中国と結びつ

いていることは志味深長で、ある。シハヌーク殿下

にすれば， インドシナ反米統一戦線の旗の下にハ

ノイの影響力がカンボジアに公然と及んで来るの

を防ぐため，いわば遠交近攻策をとって，敢えて

北京ど結んだと解せられなくもなL、のでああ。政

変ti1rのシハスーク殿下の政策がまさにそうであ，〉

た。最近のハノイの地位拾頭といった情勢を見越

してか， シハヌーク殿下はなかなかハノイ訪問を

行なわず，政変後2カ月以上を経た5月末に至っ

てようやくそれを実現した。殿下は以前に「早急

に訪問しないのは， ハノイの衛星国であるとみら

れる恐れがあるからだ」と発言していたのである。

以I二のようにみてくると，現干F.カンボジアを舞

flに点:ihftiに激突していゐインドシナの反共・抗

米1,Lj陣営1J'.Iでは， ともにベトナム勢力のカンボジ

ア勢力に対する優位は動かないことが明f）かであ

る。このことから， 両陣常への勝敗の帰趨いかん

にかかわらず，今後とむカンボジア民族のベト十

ム民族に対する劣等感・対立感情が存劾に15'¥:i.、去

られず， むしろますます増幅されてさえし、くこと

が卜分予想される状況にあると L、わざるをえな

し、。しかもカンボジアは，情勢しだいでは，クイに

よる介入を生む可能性を依然として残しており，

まさに現状はこの国が，かつて 18, 9世紀に経験

した歴史の再生版といった性格が濃厚である。こ

の地域をめぐる域外大国の利害とも絡んで，対立

を続け，かつ「代理戦争」を闘うことを強いられ

るインドシナ諸民族の悲劇がここにある。

なお紙数の制約から本稿で取り上げられなかっ

たラオスくおよびタイ）でのベトナム人問題やイン

ドシナ諸国での平地民族と山地民族の対立といっ

た諸問題については，改めて別稿で論ずることに

したい。 （調査業務部編集第1課長〉
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